

























Information Sharing Method and Issues for Promote Community Formation
: Focus on Animal Guide Volunteer at Yagiyama Zoo
1. 本稿の背景及び目的
　本プロジェクトは，八木山動物公園と八木山地域の活性化を目的として東北工業大学
ライフデザイン学部の教員（開始当初は 7 名）の参加を受け，2009 年より活動を開始し
た。この間，動物公園関係者と協力しながら，動物案内ボランティア『楽芸員ダッチャ』




　　In modern society, creating a new community for social and cultural purposes with diversity 
of people and the backgrounds is an important issue. The new community is different from 
traditional communities, such as a company or region. Therefore, the purpose of this study is to 
explore the elements for the proper generation of new community, through the process of making 
a new community as 'animal guides volunteer at Yagiyama Zoo'. In this paper, we considered the 
importance of information sharing for proper coordination in the community, and confirmed 
following tasks and elements: 1. Communication of community depends on users media literacy 
and the communication device. 2. The role of supporter who supports the acquisition of media 
literacy is also important. 3. In generation stage of new community without leader, promoting by 
coordinator is needed. However in the next stage, the role should be pass to new community 
leader to avoid inhibit their spontaneity.
東北工業大学地域連携センター紀要　EOS






















　検討・準備期間を経て，2011 年 7 月に第 1 期楽芸員ダッチャ 3 名（全員八木山地区住
民）を認定し，活動をスタートした。2012 年 8 月には，第 2 期生楽芸員ダッチャ 8 名（ 5
44
45コミュニティ形成を促進するための情報共有の方法とその課題（両角）
名が八木山地区住民，3 名が東北工業大学ライフデザイン学部学生）が，2014 年 1 月には，






















　2013 年度の第 3 期生の育成研修会は，10 月 18 日，10 月 25 日，12 月 20 日，1 月 4 日
に実施した。1 月 4 日の第 4 回目研修では，来園者の前で説明の後，参加した 1 名に認
定証が授与された（図 2，3）。このように，研修会の開催日が限られるため，研修日に










修の最終回が 2012 年 6 月と 8 月にずれ込んだため，活動検討会が 9 月 23 日となり，案
内 は 10 月 11 月 で 5 回 実 施 さ れ た（ 10 月 6 日，10 月 8 日，10 月 28 日，11 月 3 日，11
月 23 日，延べ 11 名参加）（詳細は参考文献 2）。また，冬季は来園者が少なく，説明に
立つことも大変なため案内は実施せず，冬季研修会を実施している。2012 年度の冬期
講習会は 3 回を予定し，第 1 回が 2012 年 12 月 1 日，第 2 回が 2013 年 1 月 27 日であっ
たが，第 3 回が諸事情（動物公園の園長・副園長等担当者の交代等）のため 2013 年 7
月 5 日の実施となった。この実施の遅れもあり，2013 年度の案内スタートは大幅に遅れ
















　　　図 4. 動物と楽芸員ダッチャの広場 Top 　　　　　 　　　図 5. 案内の記事（2013/10/19）
出所（図 4）：URL：http://yagiyama-zoo.sakura.ne.jp/ （アクセス日：2012/12/27）　




　2013 年度のガイド日記の更新は，7 月から 2 月までに 8 回あり，そのうち案内の報告
2 件，育成研修会の報告が 2 件，メンバーの交流会＆日程調整システム等の講習会報告




















による返信状況をまとめると下記のようになる（表 1）（PC 等でメールが使用できる 8
名（地域住民 5 名，学生 3 名）を対象とする）。
　　　　　　表 1.  イベント通知に対する返信メール数（返信内容は OK,NG 問わず 
アルファベットは氏名頭文字）
6 月 11 日交流会 住民 3 名 K，Su，Ni
8 月 31 日 9 月 1 日案内誘い 住民 1 名 S，学生 1 名 E
9 月 14 日 15 日案内誘い 住民 1 名 K，学生 1 名 E
9 月 28 日案内誘い 住民 1 名 K
10 月 19 日 26 日
11 月 2 日 3 日 （住民 1 名 by 電話 Sh）
12 月 8 日 住民 2 名 K，Na
1 月 18 日講習会 住民 2 名 K，Su
お知らせに対する反応から，次の 3 点が推測できる。
・メールによる伝達は一定の確率でできている（延べ 5 名 住民 4 名 /5，学生 1 名）
・参加可能不可を問わず高い確率で返事をいただけるメンバーがいる（ 1 名）
・ 2012 年度の案内には参加者していたメンバーで，2013 年度返信の無い方がいるため，
受信状態の調査が必要である。






























WordPress ベースで Simple:Press（Forum Plugin）を使用しカスタマイズしている。
またスマートフォン・タブレットに対応するためのプラグインも導入している。
  
　　　　　図 8. ダッチャの学校 トップページ　　　　　　　　図 9. 八木山動物資料館　トップページ
  














2013 年 11 月 9 日 11:51 AM， 2013 年 11 月 9 日 12:03 PM　ラマ　K
2013 年 11 月 27 日 1:47 PM， 2013 年 11 月 28 日 10:06 AM　フラミンゴ　Ni
2013 年 11 月 28 日 10:29 AM アメリカビーバー　Ni
2013 年 11 月 28 日 10:17 AM フンボルトペンギン　Ni
表 3. 『ダッチャのしゃべり場』への投稿
5 トピックス（楽芸員ダッチャメンバー投稿件数 / 総数：含むサポーターの投稿件数）
1）活動内容（1 件 /3 件） 2013 年 11 月 28 日 11:01 AM　 Ni
2）楽芸員ダッチャ案内活動定期化の提案 
 　 （2 件 /5 件）
2013 年 12 月 9 日 11:39 AM　K
2013 年 12 月 9 日 3:16 PM　 Ni
3）ダッチャフォーラム講習会第 2 弾（0 件 /1 件）
4）動物園職員への Q&A（0 件 /1 件）
5）3 期生研修（0 件 /3 件）
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